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我々は、周波数可変な低位相雑音マイクロ波発生を実現するための新たな方式として、電気光

学変調(EOM)コムを用いることにより、市販のマイクロ波信号発生器(SG)の位相雑音を大幅に低

減する手法を実現した[1]。この手法は、EOM コムを位相雑音検出器として用いる手法であり、最

近では、キャリアエンベロープオフセット(CEO)信号を用いることにより、参照レーザーを用いず

とも低雑音なマイクロ波発生に成功した。しかし、実際に測定した SG の位相雑音は、CEO 信号

のモード次数から見積もられる位相雑音の計算結果よりも高い値となっている。その原因の一つ

として、SG の位相雑音情報を含む CEO 信号の信号対雑音比(SNR)が 20 dB 程度と低かったため

に、SG の位相雑音情報を十分に検出できていなかったと考えられる。今回、EOM コム用に設計

した FSR が 1.25 GHz のフィルター共振器を導入することにより、EOM コムの ASE 雑音が除去さ

れ、かつ、従来よりも高い SNR の CEO 信号の検出に成功した。 

我々の EOM コムは、線幅 1Hz の狭線幅 CW レーザー(1542 nm)を種光源とし、25 GHz の SG で位

相変調、強度変調を行っている。しかし、繰り返し周波数(𝑓𝑟𝑒𝑝)が 25 GHz ではスーパーコンティ

ニューム(SC)光の発生が困難である。そこで、光パルスピッカーを用いて、𝑓𝑟𝑒𝑝を 1.25 GHz にダ

ウンコンバートすることにより SC 光の発生を可能にしているが、この過程で EOM コムの雑音が

増大し、SNR が悪化していると考えられる。そこで、本研究では、光パルスピッカーの後に FSR

が 1.25 GHz のフィルター共振器を導入した。また、今回導入したフィルター共振器は、従来のフ

ィルター共振器とは異なり、EOM コムを参照光

源としてフィルター共振器を安定化させるので

はなく、EOM コムとの偏光を 90 度回転させた

シード CW レーザーを参照光源とすることが可

能である。従って、Pound-Drever-Hall 法によっ

て生じる変調サイドバンドを除去することがで

き、CEO 信号の線幅をより狭線幅化することが

できる。測定結果を右図に示す。1.25 GHz のフ

ィルター共振器を導入し、さらに実験系の改良

を行った事により、CEO 信号の SNR を約 60 倍

向上させることができた。今後は、高 SNR の

CEO 信号を用いて、SG へフィードバック制御することにより、SG の更なる低雑音化を目指す。 
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Fig.  Experimental result.  
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